
 

    
Ⅰ 実践の経緯 

  平成 30 年度から、教科用図書を使用した道徳科の授業を実施することとなった。そこで、本校では、
複式学級において、教科用図書を使用して、児童一人一人が、物事を広い視野から多面的・多角的に考
え、人間としての生き方についての考えを深められるように、独自の授業スタイルを確立し授業改善を
進めている。 

Ⅱ 複式学級における道徳科の授業実践 

１ 授業実践のポイント 

(1) 異学年で同じ内容項目の授業を行い、各学年の発達の段階に応じた発問を精選するとともに、教材
の内容に応じた指導過程【白鳥台スタイル】で授業を行う。 

(2) 異学年交流を行う。 

２ 指導案の一例【白鳥台スタイルＡ】 

 ５年生（５名） ６年生（10名） 

主題名 「分かり合うために」 「広い心で」 

内容項目 Ｂ－（11） 相互理解、寛容 Ｂ－（11）相互理解、寛容 

教材名 「ブランコ乗りとピエロ」(５年生の道徳 光村図書 ) 「どうすればいいの？」（６年生の道徳 光村図書 ） 

ねらい 広い心で相手の思いや立場を尊重しようと

する判断力や心情を育てる。 

広い心で相手の過ちを許し、自分と同じように他者を尊

重しようとする実践意欲と態度を育てる。 

○ 本時の展開 

 ５年生 発問（○）と児童の反応（・） ６年生 発問（○）と児童の反応（・） 

導
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１ 価値の方向付けと教材への関心を引き出す。 

〇 許せたらいいなと思った経験はあるか。 
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２ 教材を読み、相互理解、寛容に
ついて考えさせる。 
〇 時間を過ぎて待つピエロはど
んな気持ちだったか。 
・あれだけ約束したのに。 
・結局、ぼくは目立てない。 
・腹が立つ。 
◎ ピエロはどんな思いで、サム
とみんなに話し始めたか。 
・サムの頑張りも認めてほし
い。 
・お互いに目立ちたいという気
持ちを捨てて団結しよう。 

・失敗は誰にでもあるさ。 

  ２ 教材を読み、相互理解、寛容につ
いて考えさせる。 
〇 朝実に「無視しようよ」と言わ
れた時の私の気持ち。 
・仲を引き裂こうとしたから無視
する。 
・友達でいたいから無視しない。 
◎ 一人でいる由希を見た時、私は
どうすればよかったのか。 
・声をかける。無視しても解決に
はならないから。相手の気持ち
を聞いて、互いに分かり合うこ
とが大切だから。 

・声をかけない。由希に自分がし 
たことを反省してもらいたいか 
ら。 

〇 どのように考えると許せるのだろうか。 

・相手の立場に立つ。  

・相手の失敗を認める。 

・自分にも同じような経験があると考える。 

 ３ これまでの自分を振り返らせる。 

〇 今までこのような気持ちで許すことができたか、なぜそのように思うのか。 

終
末 

４ 授業を振り返らせ、実践意欲をあたためる。 

〇 学習を通して考えたことや新たに分かったことを確かめたり、学んだことを

更に深く心にとどめたりする振り返りを行う。 

Ⅲ 成果と課題（○成果 ●課題） 

○ 発達の段階に応じた発問を行ったことにより、児童の思考や話合いを深めることができた。 

○ 内容項目や教材によって様々な指導過程【白鳥台スタイル】を考案することにより、道徳科の特質
を生かした学習指導を展開することができた。 

● 児童の多面的・多角的な思考を引き出すためには、教師の問い返しが重要であるが、間接指導では、
それが不十分であることから、同時間接指導における指導方法の工夫を図る必要がある。 

● 複式学級において、片学年の児童が１名の場合、児童が多様な考えを受け止め、練り合い場面を十
分に確保できないことから、ＩＣＴ等を活用するなど、対話的な学びの充実を図る必要がある。 

許すということについて考えよう。 

・両学年とも「許す」
という教材の内容に
なっている点から、
共通の学習課題を設
定した。 

・間接指導では、「発
問」→「記述」→
「交流」→「追記」
など、児童が見通し
をもって学習を進め
られるように事前指
示を徹底した。 

別紙２ 
「複式学級における道徳科の授業改善と充実」 
網走市立白鳥台小学校 学級数６ (校長 大岩 芳江) 

 

・自分なりの答えを
見出させ、その答
えに基づいて振り
返らせることで、
発達の段階に応じ
て自己の生き方に
ついて考えを深め
られるようにし
た。 

・児童の多面的・多
角的な思考を促す
中心発問を設定し
た。 
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